
提

出

者

前

原

誠

司

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

四

三

号

使
用
済
み
核
燃
料
の
直
接
処
分
コ
ス
ト
試
算
が
隠
さ
れ
て
い
た
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

43



使
用
済
み
核
燃
料
の
直
接
処
分
コ
ス
ト
試
算
が
隠
さ
れ
て
い
た
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
発
電
所
か
ら
生
じ
る
使
用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、
こ
れ
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
抽
出
し
て
利
用
す
る
と
い
う
の

が
、
現
在
の
日
本
の
原
子
力
政
策
に
お
け
る
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
る
。
核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
、
も
し
く
は
全
量
再
処
理
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
利
用
国
で
は
、
再
処
理
を
し
な
い
直
接
処
分
と
呼
ば
れ
る
方
法

が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
で
も
、
直
接
処
分
を
選
択
肢
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

は
多
く
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
、
直
接
処
分
は
検
討
す
る
必
要
も
な
し
と
、
こ
の
議
論
そ
の
も
の
を
封
印
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
一
九
九
四
年
に
、
当
時
の
通
産
省
が
直
接
処
分
を
す
る
場
合
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
試
算
を
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
九
四
年
二
月
四
日
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
国

際
問
題
作
業
グ
ル
ー
プ
会
合
に
お
け
る
資
料
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
経
済
性
試
算
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
事
務
局
試
算
」
と
い

う
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
も
そ
の
存
在
を
認
め
、
さ
ら
に
関
係
書
類
が
残
っ
て
い
な
い
か
を

現
在
調
査
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
機
に
、
電
気
事
業
連
合
会
、
原
子
力
委
員
会
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開

発
事
業
団
（
現
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
機
構
）
、
旧
科
学
技
術
庁
、
原
子
力
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
当
時
の
通
商
産
業
省
か
ら
の
依

一



頼
に
基
づ
く
）
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
試
算
が
過
去
に
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
一
切
が
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
試
算
が
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
関
係
者
に
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
虚
偽
答
弁
に
関
し
て
は
、
答
弁
者
、
答
弁
資
料
作
成
者
及
び
答
弁
の
資
料
を
つ
く
る
監
督
者
が

内
規
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ス
ト
試
算
資
料
作
成
と
議
論
の
経
緯
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

そ
れ
ら
資
料
が
な
ぜ
十
年
間
も
存
在
す
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
処
理
を
し
な
い
場
合
の
施
策
に
つ
い
て
の
議

論
が
封
じ
ら
れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
が
政
策
決
定
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
試
算
隠
し
が
報
じ
ら
れ
た
後
の
原
子
力
委
員
会
の
原
子
力
利
用
長
期
計
画
策
定
会
議
で
は
、
「
再
処
理
か
直
接
処
分
か

を
議
論
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
十
年
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
直
接
処
分
を
本
格
的
に
検
討
し
よ
う
と
い
う
流
れ
に
な
る
の
を

避
け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
批
判
が
あ
っ
た
。
原
子
力
委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
背
景
に
、
再
処
理
を
し
な
い
場
合
の
コ

ス
ト
試
算
を
改
め
て
行
っ
た
上
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
再
処
理
の
是
非
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
再
処
理
と
直
接
処
分
と
を
比
較
す
る
コ
ス
ト
試
算
が
隠
さ
れ
て
い
た
問
題
は
、
再
処
理
の
是
非
ば
か
り
で
な

二



く
、
政
府
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
、
原
子
力
政
策
の
根
幹
に
関
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
問
題
の
真
相
解

明
を
怠
り
、
政
策
を
誤
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
九
九
四
年
二
月
四
日
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
国
際
問
題
作
業
グ
ル
ー
プ
会
合

に
お
け
る
資
料
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
経
済
性
試
算
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
事
務
局
試
算
」
と
い
う
）
を
作
成
し
た
の
は
な

ぜ
か
。

二

ま
た
、
事
務
局
試
算
の
作
成
に
あ
た
っ
た
担
当
者
全
員
の
名
前
、
当
時
の
役
職
と
現
職
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
虚
偽
答
弁
で
処
分
を
受
け
た
三
名
は
一
九
九
四
年
の
当
時
、
こ
の
試
算
の
作
成
及
び
議
論
に
ど
の
よ
う
に
関
り
、
ど
の

よ
う
な
認
識
で
い
た
の
か
。

三

第
四
回
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
及
び
国
際
問
題
Ｗ
Ｇ
議
事
概
要
（
二
〇
〇
四
年
原
子
力

委
員
会
新
長
計
策
定
会
議
資
料
、
以
下
「
議
事
概
要
」
と
い
う
）
に
お
け
る
二
月
四
日
の
会
合
の
出
席
者
に
つ
い
て
、
「
事

務
局
：
並
木
（
審
議
官
）
、
藤
島
（
総
務
課
長
）
、
松
井
（
原
産
課
長
）
、
稲
葉
（
原
電
課
長
）
、
藤
富
（
原
管
課
長
）
、

他
」
と
あ
る
う
ち
の
「
他
」
と
は
誰
か
。
全
員
の
名
前
、
当
時
の
役
職
と
現
職
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三



四

議
事
概
要
に
よ
る
と
、
二
月
四
日
の
次
の
会
合
予
定
は
二
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
が
こ
の
会
合
は
開
か
れ
た
の
か
。
そ

の
後
六
月
十
日
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
中
間
報
告
に
至
る
ま
で
、
会
合
は
何
度
開
か
れ
、
そ
の
出
席
者
は

誰
で
、
議
論
の
中
身
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

五

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
平
成
十
六
年
七
月
五
日
に
作
成
し
た
「
平
成
六
年
二
月
四
日
『
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の

経
済
性
試
算
に
つ
い
て
』
と
い
う
資
料
」
（
以
下
、
「
七
月
五
日
文
書
」
と
い
う
）
の
中
で
は
、
「
専
門
家
の
委
員
の
方
々

の
ご
審
議
を
経
て
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

六

事
務
局
試
算
で
は
、
再
処
理
の
コ
ス
ト
は
直
接
処
分
の
約
二
倍
（
直
接
処
分
一
・
二
三
円
、
国
内
再
処
理
二
・
三
〇
円
、

割
引
率
五
％
）
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
六
月
十
日
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
部
会
中
間
報
告

は
、
「
我
が
国
の
場
合
、
（
中
略
）
最
終
処
分
費
の
見
積
も
り
が
極
め
て
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
路
線
の
比
較
を
行

う
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
見
積
も
り
の
う
ち
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
不
透
明
で
あ
る
の
か
。

「
比
較
を
行
う
こ
と
自
体
が
困
難
」
と
い
う
の
は
具
体
的
に
何
が
ど
う
困
難
で
あ
る
の
か
。

七

「
困
難
」
と
の
判
断
を
し
た
の
は
誰
か
。

八

議
事
概
要
に
よ
る
と
、
電
力
会
社
の
代
表
者
は
「
発
表
さ
れ
、
非
常
に
割
高
で
あ
る
場
合
、
サ
イ
ク
ル
事
業
が
な
り
た
た

四



な
く
な
る
」
と
述
べ
、
当
時
の
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
の
幹
部
も
「
公
表
の
仕
方
に
配
慮
願
い
た
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
「
困
難
」
と
の
判
断
は
、
こ
の
よ
う
な
意
向
に
沿
う
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

九

そ
の
後
、
試
算
を
行
っ
た
事
実
を
一
切
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
も
、
「
公
開
さ
れ
た
場
合
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
が

成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
の
判
断
を
し
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

十

事
務
局
試
算
に
つ
い
て
、
「
こ
の
資
料
の
作
成
作
業
は
十
年
以
上
前
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
状
況
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
（
七
月
五
日
文
書
）
と
あ
る
が
、
何
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
。

十
一

原
子
力
委
員
会
利
用
長
期
計
画
策
定
会
議
で
は
、
「
再
処
理
か
直
接
処
分
か
を
議
論
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
十
年
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
直
接
処
分
を
本
格
的
に
検
討
し
よ
う
と
い
う
流
れ
に
な
る
の
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
委
員
か

ら
の
批
判
の
発
言
も
出
て
い
る
。
事
務
局
試
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
再
処
理
の
是
非
に
つ
い
て
政
策
論
議
を

開
始
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

十
二

再
処
理
を
行
う
か
否
か
と
い
う
、
原
子
力
政
策
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
政
策
選
択
に
お
い
て
、
一
方
の
選
択
肢
に
つ

い
て
の
重
要
な
資
料
を
国
民
の
目
か
ら
覆
い
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
論
そ
の
も
の
を
封
じ
、
も
う
一
方
の
選
択
肢
だ
け
を

押
し
付
け
る
よ
う
な
や
り
方
は
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

五



十
三

昨
年
来
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
事
務
方
で
あ
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電
気
事
業
分
科
会
に
お
い
て
、
原
子
力

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
の
コ
ス
ト
試
算
と
制
度
・
措
置
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
委
員
か
ら
、
再
処
理

を
し
な
い
場
合
の
コ
ス
ト
試
算
も
行
う
よ
う
要
請
が
出
て
お
り
、
例
え
ば
二
〇
〇
三
年
十
一
月
十
四
日
の
第
十
六
回
電
気
事

業
分
科
会
に
お
い
て
、
あ
る
委
員
は
、
「
今
回
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
コ
ス
ト
の
す
べ
て
な
の
で
し
ょ
う

か
。
（
中
略
）
も
し
半
分
と
い
う
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
全
量
再
処
理
を
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る
は

ず
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
試
算
と
合
わ
せ
、
全
量
再
処
理
す
る
場
合
と
、
全
量
再
処
理
し
な
い
場
合
も
含
め
た

三
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
概
算
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
電

気
事
業
分
科
会
の
議
論
の
中
で
こ
の
よ
う
な
委
員
の
要
請
を
拒
否
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
遅
く
と
も
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、

再
処
理
を
し
な
い
場
合
の
コ
ス
ト
試
算
を
公
開
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

十
四

電
気
事
業
分
科
会
は
、
「
直
接
処
分
の
分
析
・
推
計
を
行
っ
て
い
な
い
」
（
「
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
に
対
す
る
制
度
・

措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集

平
成
十
六
年
七
月
十
四
日

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電

気
事
業
分
科
会
事
務
局
）
こ
と
を
前
提
に
、
再
処
理
を
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
一
切
議
論
せ
ず
に
、
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
事
業
に
対
す
る
制
度
・
措
置
に
つ
い
て
の
議
論
を
進
め
、
そ
の
後
、
コ
ス
ト
試
算
隠
し
が
明
ら
か
に
な
り
、
「
核
燃
料
サ

六



イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て
、
原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
論
を
待
つ
べ

き
」
（
同
前
）
と
の
委
員
の
意
見
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
事
業
に
対
す
る
制
度
・
措
置
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
（
案
）
を
ま
と
め
、
意
見
募
集
を
は
じ
め
る
な
ど
、
再
処
理
を
前
提
と
し
た
制
度
・
措
置
策
定
を
強
引
に
進
め

て
い
る
。
状
況
を
鑑
み
て
、
こ
の
作
業
は
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

十
五

同
様
に
、
ウ
ラ
ン
試
験
な
ど
の
操
業
前
試
験
を
含
め
た
六
ヶ
所
再
処
理
施
設
で
の
建
設
事
業
及
び
、
再
処
理
を
前
提
と

し
た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
検
討
が
終
了
す
る
ま
で
一
旦
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

七


